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６ 下の図のように，四角形ＡＢＣＤはＡＢ＝ 10cm，ＡＤ＝ 30cm の長方形です。点Ｐ，

Ｑ，Ｒは長方形の辺の上を，Ｐは毎秒 2cm，Ｑは毎秒 3cm，Ｒは毎秒 1cm の速さで

動きます。ＰはＡ→Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ａの順に，ＱはＢ→Ｃ→Ｄ→Ａ→Ｂの順に，それぞ

れ長方形を 1 周して止まります。また，ＲはＤ→Ｃ→Ｄ→Ｃ･･･のように，Ｄから辺

ＤＣをＰが長方形を 1 周するまで動きます。Ｐ，Ｑ，Ｒが同時に動き始めるとき，次

の問いに答えなさい。

(1) 3 点が動き始めてから 22 秒後の三角形ＰＱＲの面積を求めなさい。

(2) 3 点が動き始めてからＰが長方形を 1 周するまでに，3 点Ｐ，Ｑ，Ｒで三角形を

作れないときが 5 回あります。このうち，4 回目は動き始めてから何秒後か求めな

さい。
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(1) 動き始めてから 22 秒後，

Ｐは 2 × 22 ＝ 44cm 進む

ので，ＣからＢの方向に

44 －(30 ＋ 10)＝ 4cm
の位置にいる。

Ｑは 3 × 22 ＝ 66cm 進む

ので，ＤからＡの方向に

66 －(30 ＋ 10)＝ 26cm
の位置にいる。

Ｒは 1 × 22 ＝ 22cm 進むので

ＤからＣの方向に

22 － 10 × 2 ＝ 2cm の位置に

いる .
よって，右図から，

△ＰＱＲの面積は

(26 ＋ 4)× 10 ÷ 2
－(26 × 2 ÷ 2

＋ 4 × 8 ÷ 2)
＝ 150 －(26 ＋ 16)＝ 150 － 42 ＝ 108cm ２ です。

(2) 1 周の道のりは(10 ＋ 30)× 2 ＝ 80cm なので，

Ｐが 1 周するのにかかる時間は 80 ÷ 2 ＝ 40 秒後。

40 秒後‥Ｑは 3 × 40 ＝ 120cm 進むので，120 ＝ 80 ＋(30 ＋ 10)より，Ｑは

点Ｄにいる。

Ｒは 1 × 40 ＝ 40cm 進むので，40 ＝ 10 × 4 より，Ｒは点Ｄにいる。

よって，三角形ＰＱＲはできないので，これが 5 回目。

5 回目の直前は右図

のようになるので，

4 回目は
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右図のようになる。

出発してから右図まで，

Ｐ，Ｑは合わせて

80 × 2 － 10 ＝ 150cm
進んでいるので

出発してから，

150 ÷(3 ＋ 2)＝ 150 ÷ 5
＝ 30 秒後 です。
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